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1　は　じ　め　に

リンゴ紫紋羽病は根部が犯される病害である。このため，

擢病樹の発見が遅れがちで，地上部に明らかな症状が現れ

た頃には，治療しても回復が困難な場合が多い。したがっ

て，予防に重点をおいた対策が重要となる。

リンゴわい性樹の植付け時における本病の予防法として

は，植穴の周囲をその外側の土壌から遮断し，内部をクロ

ルビクリン剤で消毒する方法が有効であることが明らかに

されているl）。ここでは，樹列を対象に，根域遮断とクロ

ルビタリン剤処理の併用法について検討した。

2　試　験　方　法

1990年4月25日，青森県畑作園芸試験場内の紫紋羽病の

多発生したリンゴ園跡地において，良さ24m．幅2mを1

区とし，周囲を深さ80cmまで掘削しポリエチレンフィルム

（厚さ0．1Ⅲ皿）を埋設して遮断した後，内部の土壌にクロル

ビタリン99．5％液剤を注入した。区は薬液量が30cm四方
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（900CⅡi）当たり8mg及び4mgの2処理とし，対照として遮

断せずに30cI】四方当たり8mg及び4Ⅰ舶処理した区と，遮断

薬液処理のいずれも行わない区を設けた。薬液を処理した

区では∴薬液の注入後ただちに地表面をポリエチレンフィ

ルムで被覆し．14日後に除去した。28日間放置してガス抜

きした後，10a当たり125本の栽植密度でM．26台ふじ1

年生樹を定植した（図1）。1996年まで紫紋羽病の発生状

況を調査するとともに，毎年11月に樹の生育，収量などを

調査した。試験の規模は1区1列12樹とした。

3　試験結果及び考察

（1）発病状況

植付け7年後の1996年までの発病樹数は，薬液だけを8

mg及び4mβ処理した区がそれぞれ供試12樹中9樹と11樹，

遮断と薬液処理のいずれも行わなかった区では11樹であっ

た。これに対して，遮断と薬液処理の併用区では，発病は

認められなかった（表1）。
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図1　試験方法

裏1紫紋羽病の発生推移（累積発病樹数）

』」

ガス抜き後に、苗木を定植

区　　　　　　　　供試樹数　　■90　　’91　’92　　’93　　’94　　’95　　’96

遮断＋タロルビタリン8Ⅰ舶／30CⅡl四万　12　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0

遮断＋クロルビタリン4ロ1g／30Ⅶ四万　12　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0

クロルビタリ　ン8mg／30Ⅷ四万　12　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　7　　　　8　　　　9（1）

タロルビクリ　ン4mg／30cm四万　12　　　　0　　　　0　　　　0　　　　0　　　　5　　　　9　　　11

無　　　　　　　処　　　　　　　理　12　　　1（1）　1（1）　　2（2）　　2（2）　11（2）　11（2）　11（2）
注．（）内数値は，紫紋羽病による枯死樹数
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（2）樹の生育及び収量

幹断面積：1996年の結果は，植付け時の幹断面積を1と

した場合，薬液だけを8mg及び4mg処理した区がそれぞれ

58．8，46．5，遮断と薬液処理のいずれも行わなかった区で

は41．5であった。これに対して，遮断と薬液処理の併用区

では8mg及び4mg処理区がそれぞれ62．8，60．0であり，他

の区より優った。

樹高：遮断と薬液処理の併用区は，薬液だけを処理した

区に比較して，同等ないしやや優った。遮断と薬液処理の

いずれも行わなかった区は他の区に比較して劣った。

収量：1996年までの10a当たり換算累積収量は，薬液だ

けを8mg及び4mg処理した区がそれぞれ4，891kg，6，051kg，

遮断と薬液処理のいずれも行わなかった区では2，640kgで

あった。これに対して速断と薬液処理の併用区では，8mg

及び4舶処理区がそれぞれ6，385kg，6，782kgであり，他の

区より優った。

以上のことから，遮断による樹体への悪影響はなく，む

しろ生育及び収虫が優る傾向が認められた（表2）。

表2　リンゴ樹の生育状況及び収虫t）

（3）遮断に用いたポリエチレンフィルムの状況

1996年11月に，フイルムの状況を調査した。フイルムに

は根が接触していたが，突き破ることはなく，遮断内部へ

の病原菌の侵入は認められなかった。

4　ま　と　め

樹列の根城を対象とした遮断とタロルビクリン剤処理の

併用法によって，わい性台リンゴ樹における紫紋羽病の発

生を抑えることができた。樹の生育及び収畠への悪影響は

なく，また処理後7年経過しているが，遮断内部への病原

菌の侵入は認められなかった。

したがって本法は，リンゴわい化栽培における紫紋羽病

の防除法として，実用的に効果が期待できるものと考えら

れる。
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区
幹断面積2）（CⅢf）　　　　　　　樹　　高（cm）　　　10a当たり換算

植付時ユ）　　　●96年　　　　●95年　　　’96年　　　の累積収量（kg）

遮断＋クロルビクリン8mg／30cI刀四万　　1．2　　　75．4（62．8）　　　458　　　　　4401）

遮断＋クロルビクリン4mg／30cI］四万　　1，1　　　66．0（60．0）　　　438　　　　　444
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ン8mg／30cm四方　　1，1　　　64．7（58．8）　　　422　　　　　458
ン4mg／30cm四万　　1．3　　　60．5（46．5）　　　415　　　　　424
処　　　　　　　理　　　1．0　　　　41．5（41．5）　　　305　　　　　357

注．1）
31

3）

4）

紫紋羽病で枯死した樹は調査から除いた。
（）内数値は，植付時を1とした場合の値。
植付は1990年6月。
1996年に，腐らん病に1樹擢病。雁病樹は調査から除いた。
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